
　僕の今シーズン最後の GP が終わりました。ＷＭＸ第 14 戦オランダ大会のコースは、 世界
で 1 番難しいと言われているリーロップ。 日本には無いサンドです !　

　まず土曜日なんですが、 2 回目のフリープラクティスのジャンプでミスし、 みんなが見てる
ピット前で大転倒してしまいました。 派手に吹っ飛び、 目撃した人達の悲鳴が凄かったらし
いのですが、 幸い左のお尻と肩を打撲した程度で済みました。 あの転倒で骨折がなかった
のは本当に奇跡です。 打撲した場所が凄く痛かったけど、 予選を走る事にしました。 最後
の GP なので応援してくれてるファンの皆さんや、 スポンサー様に対して、 今の自分に出来
る精一杯の事をしようと思ったんです。

　予選は 29 番手。 いつもよりも悪かったし全然乗れていませんでした。 日曜日の朝は最低
でした。 体が痛くて 4 時過ぎに目が覚めてしまい、 そこからはずっと眠れず。 体の痛みは土曜日よりも増していて、 朝の練習を
終えた時点では、 決勝レースをキャンセルしようかとも考えました。 しかし、 最後はなんとしてでも完走したかったんです。 みっ
ともない走りで、 もし見てたらカッコ悪いと思うかもしれませんが、 僕の中ではとにかく走り切ることに意味があるのではないかと
思い、 レースに出る事にしました。
　ヒート 1、 スタートが決まり 1 周目 8 番手を走行。 しかし、 目の前で転倒したライダーに突っ込んでしまい自分も転倒。 せっか
く良い所にいたのにもったいなかったです。 後半になるとバイクが全然押さえられなくなり、 まともに真っ直ぐ走ることすら出来なく
て結果は 25 位でした。 ヒート 2、 スタートからまるで良い所も無く、 本当にただ走っただけみたいな感じになってしまいました。
このヒートも 25 位。 でも自分で決めた事だし悔いはありません。

　今年は本当に厳しくて大変な事しか無かったし、 正直言って良い思い出はあまりありません。 でもこの経験がこれからの自分
の役に立って、 今年行って良かったなと思えるようにしてみせます。 本当に今年 1 年応援ありがとうございました !　良い報告は
あまり出来ませんでしたが、 自分のベストは尽くしました。 いきなり 1 年目で活躍出来るほど甘い世界ではありません。 取り巻く
環境は今年以上に厳しいですが、 来年もこちらに残れる方法を可能な限り色々と当たっていますので、 決まり次第報告させてい
ただきます。 これからも小島庸平を応援してもらえたら嬉しいです !!
　9 日にヨーロッパを離れ、 10 日には帰国します。 全日本第 8 戦近畿大会の決勝日は会場に行く予定。 また、 第 9 戦中国大
会と最終戦の MFJ GP は IA1 クラスに参戦します。 世界で培った走りをお見せします !! ぜひ見に来てください。
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今後の予定とスケジュール

WMX 最終戦ブラジル GP は、自費で遠征するにはあまりにも
負担が大きいのでキャンセルすることになりました。9 月
9 日に帰国し、全日本第 9 戦中国と最終戦 MFJ GP に出場す
る予定です。

2009 世界選手権モトクロス日程
3月 29 日 開幕戦 イタリア GP Faenza
4 月 05 日 第 2 戦 ブルガリア GP Sevlievo
4 月 12 日 第 3 戦 トルコ GP Istanbul
4 月 26 日 第 4 戦 ベネルクス GP Valkenswaard
5 月 10 日 第 5 戦 ポルトガル GPAgueda
5 月 17 日 第 6 戦 カタロニア (ESP)GP Bellpuig
5 月 31 日 第 7 戦 イギリス GP Mallory Park
6 月 07 日 第 8 戦 フランス GP Ernee
6 月 21 日 第 9 戦 ドイツ GP Teutschenthal
6 月 28 日 第 10 戦 ラトビア GP Kegums
7 月 05 日 第 11 戦 スウェーデン GP Uddevalla
8 月 02 日 第 12 戦 ベルギー GP Lommel
8 月 09 日 第 13 戦 チェコ GP Loket
8 月 30 日 第 14 戦 オランダ GP Lierop
9 月 13 日 第 15 戦 ブラジル GP Canelinha

小島庸平 (こじま ようへい) プロフィール

Teka Suzuki Europe World MX2 所属

1985 年 5 月 17 日生まれ
三重県鈴鹿市出身 /24 歳

1991 年 (6 歳 ) 父と兄の影響でモトクロスを始める
2001 年 (16 歳 ) 国内 A 級チャンピオン
2002 年 (17 歳 ) 国際 B 級 125cc クラスチャンピオン
2003 年 (18 歳 ) 国際 A 級昇格
2004 年 (19 歳 ) IA2 クラスランキング 15 位
2005 年 (20 歳 ) IA2 クラスランキング 3 位
2006 年 (21 歳 ) IA2 クラスチャンピオン (5 勝 )
2007 年 (22 歳 ) IA1 クラスランキング 3 位 (1 勝 )
2008 年 (23 歳 ) IA1 クラスランキング 2 位 (1 勝 )
2009 年 (23 歳 ) MXWGP MX2 クラスフル参戦開始
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スズキ、 アールエスタイチ、 MUD OFF、 アライヘルメット、 alpinestars、 花城産業、 池田自動車、 KSC、 KYB、 SPY、 グリコ、 オー
ジービー、 レオ ・ タニモト、 ダートフリーク、 タケウチ歯科、 M’ s factory、 レイバーペイントメント、 ビジネスラリアート ( 敬称略 )

広報サポート ( メディアサービス ) ： エムシースクエア
参戦レポートを含めた情報伝達は、 各メディアのご担当者様と小島選手との連絡をスムーズに行うために、 エムシースクエア ( 木田 淑 ) が必要に応じてアンカー役を務めさせていただきます。

Teka Suzuki Europe World MX2 より、 オフィシャル ・ プレス画像が数点届いています。 公式リリースの配信、 取材依頼等、 お気軽にご相談ください。

Tel.&Fax.03-3522-2278(ip.050-3569-2726)　move:090-4601-8716　mail:kida@mxing.com

「全力は出し切れました。 次は日本で !!」

※小島庸平に関する情報は、公式サイト http://www.kojihei.jp/ と公式ブログ http://blog.eigyo.co.jp/kojihei/ でもご覧頂けます。
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